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NASパスのフェイルオーバー ワークフロー
（ONTAP 9.7以前）

NASパスのフェイルオーバーのセットアップ（ONTAP 9 .7以前
）

このワークフローは、ONTAP 9 .0~9.7のNASパスフェイルオーバーをセットアップする
ためのネットワーク設定手順を示しています。このワークフローは次のことを前提とし
ています。

• NASパスのフェイルオーバーに関するベストプラクティスを使用してネットワーク設定を簡易化したい。

• System ManagerではなくCLIを使用する必要がある。

• ONTAP 9 .0から9.7を実行する新しいシステムでネットワークを設定する。

9.7よりも新しいONTAPリリースを実行している場合は、ONTAP 9 .8以降でNASパスのフェイルオーバー手
順を使用する必要があります。

• ONTAP 9 .8以降のNASパスのフェイルオーバーワークフロー

ネットワークコンポーネントと管理の詳細が必要な場合は、ネットワーク管理の参考資料を参照してくださ
い。

• ネットワーク管理の概要

ワークフロー（ONTAP 9.7以前）

ネットワークの基本概念をすでに理解している場合は、NASパスのフェイルオーバー設
定に関するこの「ハンズオン」ワークフローを確認することで、ネットワークの設定に
かかる時間を節約できます。

NAS LIFは、現在のポートでリンク障害が発生すると、稼働しているネットワークポートに自動的に移行しま
す。ネットワークがフラットな場合は、ONTAPのデフォルトを使用してパスのフェイルオーバーを管理でき
ます。それ以外の場合は、このワークフローの手順に従ってパスのフェイルオーバーを設定する必要がありま
す。
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SAN LIFは移行されません（リンク障害後に手動で移動しないかぎり）。代わりに、ホストの
マルチパステクノロジによってトラフィックが別のLIFに転送されます。詳細については、を参
照してください "SAN管理"。
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"ワークシートに記入する"

ワークシートを使用して、NASパスのフェイルオーバーを計画します。

"IPspaceの作成"

クラスタ内のSVMごとに個別のIPアドレススペースを作成します。

"ブロードキャストドメインの作成"

ブロードキャストドメインを作成する

"サブネットの作成"

サブネットを作成する。

"SVMの作成"

クライアントにデータを提供するSVMを作成します。

"LIFの作成"

データへのアクセスに使用するポートにLIFを作成します。

"SVM用のDNSサービスの設定"

NFSまたはSMBサーバを作成する前に、SVM用のDNSサービスを設定します。

NASパスのフェイルオーバー設定用ワークシート（ONTAP 9 .7
以前）

NASパスのフェイルオーバーを設定する前に、ワークシートのすべてのセクションに情
報を入力する必要があります。

IPspace設定

IPspaceを使用すると、クラスタ内のSVMごとに個別のIPアドレススペースを作成できます。これにより、管
理上分離されたネットワークドメインに属するクライアントは、同じIPアドレスサブネット範囲の重複するIP

アドレスを使用してクラスタデータにアクセスできます。

情報 必須 自分の価値観
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IPspaceメイ

• IPspaceの名前。

• この名前はクラスタ内で一意で
ある必要があります。

〇

ブロードキャストドメインの設定

ブロードキャストドメインは、同じレイヤ2ネットワークに属するポートをグループ化し、ブロードキャスト
ドメインポートにMTUを設定します。

ブロードキャストドメインはIPspaceに割り当てられます。IPspaceには1つ以上のブロードキャストドメイン
を含めることができます。

LIFのフェイルオーバー先のポートは、LIFのフェイルオーバーグループのメンバーである必要
があります。ブロードキャストドメインを作成すると、同じ名前のフェイルオーバーグループ
がONTAPによって自動的に作成されます。フェイルオーバーグループには、ブロードキャスト
ドメインに割り当てられているすべてのポートが含まれます。

情報 必須 自分の価値観

IPspaceメイ

• ブロードキャストドメインの割
り当て先のIPspaceを指定しま
す。

• 既存のIPspaceを指定する必要
があります。

〇

ブロードキャストドメイン名

• ブロードキャストドメインの名
前を指定します。

• この名前はIPspace内で一意で
ある必要があります。

〇
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MTU

• ブロードキャストドメイン
のMTU。

• 一般的には* 1500 または 9000

*に設定されます。

• MTU値は、ブロードキャスト
ドメイン内のすべてのポート
と、あとでブロードキャストド
メインに追加されるすべてのポ
ートに適用されます。

MTU値は、ネットワ
ークに接続されてい
るすべてのデバイス
で同じである必要が
あります。管理トラ
フィックやサービス
プロセッサのトラフ
ィックを処理す
るe0Mポートについ
ては、MTUを1500

バイト以下に設定す
る必要があります。

〇

ポート

• ブロードキャストドメインに追
加するネットワークポートを指
定します。

• ブロードキャストドメインに
は、物理ポート、VLAN、イン
ターフェイスグループ（ifgroup

）を割り当てることができま
す。

• ポートが別のブロードキャスト
ドメインにある場合は、そのド
メインに追加する前に削除する
必要があります。

• ポートは、ノード名とポートの
両方を指定して割り当てます（
例：node1：e0d）。

〇

サブネット構成

サブネットにはIPアドレスのプールとデフォルトゲートウェイが含まれ、IPspace内のSVMで使用されるLIF

に割り当てることができます。
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• SVMでLIFを作成するときは、IPアドレスとサブネットを指定する代わりにサブネットの名前を指定でき
ます。

• サブネットはデフォルトゲートウェイと一緒に設定できるため、SVMの作成時に別途デフォルトゲートウ
ェイを作成する必要はありません。

• ブロードキャストドメインには1つ以上のサブネットを含めることができます。複数のサブネット
をIPspaceのブロードキャストドメインに関連付けることで、異なるサブネット上にあるSVM LIFを設定
できます。

• 各サブネットには、同じIPspace内の他のサブネットに割り当てられたIPアドレスと重複しないIPアドレ
スを含める必要があります。

• サブネットを使用する代わりに、SVMデータLIFに特定のIPアドレスを割り当ててSVM用のデフォルトゲ
ートウェイを作成することができます。

情報 必須 自分の価値観

IPspaceメイ

• サブネットを割り当て
るIPspace。

• 既存のIPspaceを指定する必要
があります。

〇

サブネット名

• サブネットの名前を指定しま
す。

• 名前はIPspace内で一意である
必要があります。

〇

ブロードキャストドメイン名

• サブネットを割り当てるブロー
ドキャストドメインを指定しま
す。

• ブロードキャストドメインは指
定したIPspaceに存在している
必要があります。

〇

サブネット名とマスク

• IPアドレスが存在するサブネッ
トとマスク。

〇
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ゲートウェイ

• サブネットのデフォルトゲート
ウェイを指定できます。

• サブネットの作成時にゲートウ
ェイを割り当てなかった場合
は、いつでもゲートウェイを割
り当てることができます。

いいえ

IP アドレスの範囲

• IPアドレスの範囲または特定
のIPアドレスを指定できます。
たとえば、次のような範囲を指
定できます。

192.168.1.1-

192.168.1.100,

192.168.1.112,

192.168.1.145

• IPアドレスの範囲を指定しない
場合、指定したサブネット内の
すべての範囲のIPアドレス
がLIFに割り当て可能になりま
す。

いいえ

LIF との関連付けを強制的に更新し
ます

• 既存のLIFの関連付けを強制的
に更新するかどうかを指定しま
す。

• デフォルトでは、サービスプロ
セッサインターフェイスまたは
ネットワークインターフェイス
が指定した範囲のIPアドレスを
使用している場合、サブネット
の作成は失敗します。

• このパラメータを使用すると、
手動でアドレスを指定したイン
ターフェイスがサブネットに関
連付けられ、コマンドが成功し
ます。

いいえ

SVM構成

SVMを使用して、クライアントやホストにデータを提供します。

記録した値は、デフォルトのデータSVMを作成するためのものです。MetroClusterソースSVMを作成する場合
は、またはを参照してください"ファブリック接続 MetroCluster をインストール""ストレッチMetroCluster を
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インストールします"。

情報 必須 自分の価値観

SVM名

• SVMの名前。

• SVM名がクラスタ リーグ全体
で一意になるように、完全修飾
ドメイン名（FQDN）を使用し
ます。

〇

ルートボリューム名

• SVMルートボリュームの名
前。

〇

アグリゲート名

• SVMルート ボリュームを保持
するアグリゲートの名前。

• 既存のアグリゲートを指定する
必要があります

〇

セキュリティ形式

• SVMルートボリュームのセキ
ュリティ形式。

• 指定できる値は、 * ntfs * 、 *

unix * 、および * mixed * で
す。

〇

IPspaceメイ

• SVMが割り当てられてい
るIPspace。

• 既存のIPspaceを指定する必要
があります。

いいえ
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SVMの言語設定

• SVMとそのボリュームで使用
されるデフォルトの言語。

• ボリュームの言語を指定しなか
った場合は、 SVM のデフォル
トの言語設定は * C.UTF-8 * に
なります。

• SVMの言語の設定によっ
て、SVM内のすべてのNASボ
リュームのファイル名とデータ
の表示に使用される文字セット
が決まります。言語はSVMの
作成後に変更できます。

いいえ

LIFの構成

SVMは、1つ以上のネットワーク論理インターフェイス（LIF）を介してクライアントとホストにデータを提
供します。

情報 必須 自分の価値観

SVM名

• LIFのSVMの名前。

〇
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LIF名

• LIFの名前。

• ノードに利用可能なデータ ポ
ートがある場合は、ノードごと
に複数のデータLIFを割り当て
たり、クラスタ内の任意のノー
ドにLIFを割り当てたりするこ
とができます。

• 冗長性を確保するには、データ
サブネットごとに2つ以上のデ
ータLIFを作成する必要があ
り、特定のサブネットに割り当
てられたLIFには、異なるノー
ド上のホーム ポートを割り当
てる必要があります。* 重要：
ノンストップオペレーションソ
リューション用に Hyper-V ま
たは SQL Server over SMB を
ホストする SMB サーバを設定
する場合、クラスタ内の SVM

のすべてのノードに少なくとも
1 つのデータ LIF が存在する必
要があります。

〇

LIFのロール

• LIFのロール。

• データLIFにはデータロールが
割り当てられます。

はい、 ONTAP 9.6 から廃止されま
した

データ

LIF のサービスポリシーサービスポ
リシー。サービスポリシーは、LIF

を使用できるネットワークサービ
スを定義します。データSVMとシ
ステムSVMの両方のデータトラフ
ィックと管理トラフィックの管理
に組み込みのサービスとサービス
ポリシーを使用できます。

はい、 ONTAP 9.6 以降でサポート
されています
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キョカスルプロトコル

• LIFを使用できるプロトコル。

• デフォルトでは、SMB、
NFS、およびFlexCacheが許可
されています。FlexCacheプロ
トコルを使用するボリューム
は、Data ONTAP 7-Modeを実
行しているシステム
のFlexCacheボリュームの元の
ボリュームにすることができま
す。

LIFを使用するプロ
トコルは、LIFが作
成されたあとは変更
できません。LIFの
設定時にすべてのプ
ロトコルを指定する
必要があります。

いいえ

ホームノード

• LIFがホームポートにリバート
されるときにLIFが戻るノー
ド。

• 各データLIFのホームノードを
記録する必要があります。

〇

ホームポートまたはブロードキャ
ストドメイン

• LIFがホームポートにリバート
されるときに論理インターフェ
イスが戻るポート。

• 各データLIFのホームポートを
記録する必要があります。

〇

サブネット名

• SVMに割り当てるサブネッ
ト。

• アプリケーションサーバへの継
続的可用性を備えたSMB接続
を確立するために使用されるデ
ータLIFは、すべて同じサブネ
ット上にある必要があります。

○（サブネットを使用する場合）
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DNS構成

NFSまたはSMBサーバを作成する前に、SVMでDNSを設定する必要があります。

情報 必須 自分の価値観

SVM名

• NFSサーバまたはSMBサーバ
を作成するSVMの名前。

〇

DNSトメインメイ

• ホストとIPの名前解決を実行す
るときにホスト名に付加するド
メイン名のリスト。

• 最初にローカルドメインをリス
トし、次にDNSクエリが最も
頻繁に実行されるドメイン名を
リストします。

〇

12



DNSサーバのIPアドレス

• NFSまたはSMBサーバの名前
解決を提供するDNSサーバのIP

アドレスのリスト。

• これらのDNSサーバに
は、Active DirectoryのLDAPサ
ーバと、SMBサーバが参加す
るドメインのドメイン コント
ローラを見つけるために必要な
サービス ロケーション レコー
ド（SRV）が含まれている必要
があります。SRVレコードは、
サービスの名前を、そのサービ
スを提供するサーバのDNSコ
ンピュータ名にマップするため
に使用されます。ローカル
のDNSクエリを介してサービ
ス ロケーション レコードを取
得できない場合は、SMBサー
バの作成に失敗しま
す。ONTAPがActive Directory

SRVレコードを確実に見つける
ことができるようにする最も簡
単な方法は、Active Directory統
合DNSサーバをSVMのDNSサ
ーバとして構成することで
す。DNS管理者が手動
で、Active Directoryドメイン
コントローラに関する情報を含
んだDNSゾーンにSRVのレコ
ードを追加した場合は、Active

Directoryを統合していな
いDNSサーバを使用すること
ができます。

• Active Directoryに統合され
たSRVレコードの詳細について
は、のトピックを参照してくだ
さい"Microsoft TechNet での
Active Directory の DNS サポー
トのしくみ"。

〇

動的DNS設定

動的DNSを使用してActive Directory統合DNSサーバにDNSエントリを自動的に追加する前に、SVMで動
的DNS（DDNS）を設定する必要があります。

SVM上のすべてのデータLIFについてDNSレコードが作成されます。SVM上に複数のデータLIFを作成するこ
とで、割り当てられたデータIPアドレスへのクライアント接続の負荷を分散できます。DNSは、ホスト名を使
用して確立された接続を、割り当てられたIPアドレスにラウンドロビン方式で負荷分散します。
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情報 必須 自分の価値観

SVM名

• NFSサーバまたはSMBサーバ
を作成するSVM。

〇

DDNSを使用するかどうか

• DDNSを使用するかどうかを指
定します。

• SVMで設定されているDNSサ
ーバがDDNSをサポートしてい
る必要があります。デフォルト
では、DDNSは無効になってい
ます。

〇

セキュアなDDNSを使用するかど
うか

• Secure DDNSは、Active

Directory統合DNSでのみサポ
ートされます。

• Active Directory統合DNSでセ
キュアなDDNS更新のみが許可
されている場合は、このパラメ
ータの値をtrueにする必要があ
ります。

• デフォルトでは、Secure

DDNSは無効になっています。

• Secure DDNSは、SVM用
のSMBサーバまたはActive

Directoryアカウントが作成され
たあとにのみ有効にできます。

いいえ

DNSドメインのFQDN

• DNSドメインのFQDN。

• SVMのDNSネームサービス用
に設定されているドメイン名と
同じ名前を使用する必要があり
ます。

いいえ
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